
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

お友達との遊びがとっても楽しそうでした。ママ達も、

子ども達を見守りながら会話を楽しんでいました。 

青空のもと、ジャングルジムにも挑戦！ 

お母さんと一緒に ヨーイ ドン！ 

「おやつタイム」 

「お外でのおやつは美味しい

ネ」みんなの声が聞こえます。 
ママ達も楽しく情報交換して

ます。 

お砂場遊びに夢中！ 



≪絵本紹介≫ はみがきあそび  作：きむらゆういち 

 主人公のゆうちゃんも、友達のこいぬのコロも 
ことりのピイちゃんもはぶらしでお口の中を 
ごしごしごし。小さな子どもでも楽しみながら 
歯みがきに触れられる、しかけ絵本です。 
しかけ絵本や、生活習慣をテーマにした絵本で大人気の 

きむらゆういちさん。大きく分かりやすいイラストを楽しい 
しかけで、歯みがきに触れる機会を作ることができます。 
まだ歯ブラシを使って歯みがきをしなくても、絵本を通して 
意識が自然に身についていくとよいですね。 

【

 

♪ 今月のうた ♪   【歯を磨きましょう】 

1、歯をみがきましょう シュッ シュッ シュッ  

ブラシのたいそう  おいちに おいちに  

じょうぶな歯になれ シュッシュッシュッ 

2、歯をみがきましょう シュッ シュッ シュッ  

ころころ うがいも  ほらね ほらね 

まっしろい歯になれ   

シュッシュッ シュッ♪♪ 
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保健ニュース  ≪ こどもの歯みがきどうするの？ ≫       （花王株式会社ホームページより引用） 

歯みがきの第一歩は、ハブラシに慣れさせることです。乳歯が生えはじめる生後６ヶ月ごろから、赤ちゃん用のハブラシを持た 

せるようにしましょう。 ちょうどこの年齢では、何でも口に入れたがる時期なので、ハブラシも抵抗なく、口の中に 

入れてくれるはずです。上の前歯が生えてきたタイミングで、子どもをひざに寝かせて「寝かせみがき」を 

スタートします。ハブラシは、歯ぐきに当たっても痛くない、毛先のやわらかいものを選ぶとよいでしょう。 

寝かせみがきの方法 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（姿勢）  子どもをあお向けに寝かせて 

頭をひざの上にのせ、あごを手で 

おさえながら上からのぞきこむように 

してみがきます。 

子どもが痛がらないように、軽く 

小刻みに動かすのがポイントです。 

（上の前歯） 

上唇の裏にあるひだにハブラシが 

当たらないように、 

ひとさし指で 

ガードしながら 

みがきます。 

（奥歯） 

ひとさし指で頬をふくらませて 

みがきます。ハブラシの 

ヘッドで奥をつつかない 

ように注意しましょう。 

～ お家の方へ ～ 

ハブラシをくわえたまま、歩き回ったり、遊んだりすると転倒し、喉をつくなどケガをする恐れがあり危険です。 

必ず保護者の方が付き添い、お子様から目を離さないようにしましょう。 


